
















C1 から C8 まで 8レベルを開講した。そのうち、C3 のみ 2セクションとなった。C3
のコーディネーターは 3名の教員と 2セクションを率いることとなり、負担が多かった。
受講生のクラス振り分け及び教員配置の補助となるよう、今回もオンライン日本語テ













思われる。C7 と C8 は JLP の通常学期のシラバスは用いず、コースコーディネーター
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利用できるプリンターは 1台しかなく、それも教材作成室 105 室のコンピューターに
USBをつないでのことである。そのため始業前は、講師たちの順番待ちとなり、苦情




平日の開館時間は 9：00 ～ 20：00 と、限られた時間しか印刷できない。これでは学
習に支障が出る。オンラインで課題の提示やフィードバックをし、学習者はその課題
や自身のフィードバックをもとに成果物をメール等で提出することが当たり前の時代
である。ICUのサマーコースにおいて、そのような ICT利用の学習が、印刷機の問題
でできないことは、残念である。今後に向けた図書館との協議で、2015 年度は土日に
関しては通常学期と同様に開館することになったが、平日に関しては変更は難しいと
いうことであった。
今後も大学の中でのSCJ の位置づけをより明確にし、連携を深めてゆくことで、本学
のさらなる発展に寄与できるように、努めていきたい
